
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化に対応できる能力を育てる  

校長  岩戸  孝夫  

 

 狩猟社会，農耕社会，工業社会，情報社会という人類がこれまで歩んできた社会に次

ぐ，５番目の新たな社会を Society（ソサイエティ）5.0 と言います。この社会は，デ

ジタル革新とイノベーションを活用することで実現する社会と言われています。  

 令和に生きる子どもたちは，生まれたときからパソコンやスマートフォンなどが身

近にあり，インターネットを使ったゲームや通信などを自由自在にこなして成長して

いきます。音楽や画像などが簡単に手に入りやすく，自らの興味・関心に応じて様々な

知識を身に付けることができます。  

 その一方で信頼性の低い情報を鵜呑みにしたり，顔が見えない相手との通信等で危

険な状況に追い込まれたり，通信方法を間違えて大切な友達から信頼を失うなどの負

の部分も多くあります。更に，多くの人と話し合い協働することが苦手で，知識はある

がコミュニケーションがうまく取れず人間関係を築く力が身につかずに大人になって

しまうことも心配されます。  

 こうした時代を生きる子どもたちには，コミュニケーション能力と自らの考えを発

信できる言語力（日本語や外国語など）が必要です。そのために，多くの体験を通して

確実な知識や技能を身につけ，様々な人と関わり，価値観や考えに触れ，深く考えるこ

とが大切です。  

 これまでの教育で培ってきたよさを継承し，新しい環境の中で子どもたちが逞しく

幸せに生きるために必要な能力を育てていきたいと考えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちき串木野市立羽島小学校  令和６年度  学校便り    

校訓＜なかよく  かしこく  たくましく＞  
 

 

 

 

公式ブログ好評配信中  http://hashima.synapuse.－blog.jp/hashimasyo  

《みんなで創る羽島小》 

２月号 

「早寝・早起き，朝ご飯  
  笑顔で『いってらっしゃい』」 

 
 
 

１月の中旬に，小５・中１・中２を対象にした「鹿児島学力・学  
習状況調査」が実施されました。昨年から冊子ではなくタブレット  
を活用したインターネットによる解答方法に変わりました。  

選択式の他に記述式問題も数題ありました。国語で長文を読み取  
る際は，画面を何度もスクロールしたり，キーボード（ローマ字入  
力）で文章を作成したりするなど，解答の仕方も以前の様子から大  
きく変化しています。今後は，個別に補充指導を行い学力の定着を  
図ります。そして，調査結果については，分かり次第お伝えします。  



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
４月に入学する新１年生の，体験入学があ  

りました。１・２年教室で，先輩たちが自己  
紹介のお手本を見せると，それにならってき  
ちんと自己紹介できました。その後，一緒に  
遊んだり，図書館でいろいろな本を読んだり  
して過ごしました。入学式が楽しみですね。  

 
 
 １・２年生の生活科の学習に，高齢者
クラブの皆さんが参加してくださいまし
た。「昔の遊び」として，竹とんぼやお
はじきなど，児童と一緒に遊んだり，遊
び方を教えたりしていただきました。御
協力ありがとうございました。  
 
 

 
 
 １月１８日の  
鬼火焚きでは，  
午前中から櫓を  
組み始め，夕方  
5 時から神事が  
行われました。  
午年の今年，12 
才を迎える５・  
６年生が火付け  
に参加しました。  
みなさん歓声  

を上げながら，  
燃えさかる炎を  
ずっと見つめて  
いました。  

 
 
 今年度最後の資源回収が実施されまし
た。風が強い日だったため，段ボールが
飛ばされないように，子供たちが必死に
押さえてくれる場面もありました。  
 多くの皆様，今年の環境美化事業への
御協力ありがとうございました。次年度
からは，小学校 PTA のみの実施となり
ます。そのため，  
これまでの経験を  
生かしつつ，効果  
的・効率的な実施  
を検討して参りま  
すので，御理解・  
御協力をお願いし  
ます。  

 
 
 今年度最後の会が開催されました。学
校保健委員会では，学校歯科医の久木田
先生より，学会での報告等を交えたお話
をいただきました。また，牧野先生から
は，御専門の領域との関連から，血液の
お話をいただきました。先生方には，お
忙しい中にもかかわらず，多くの資料を
準備していただき，丁寧に説明していた
だきました。  
 家庭教育学級では，各種メディアへの
出演や収納アドバイザーとしてご活躍さ
れている遠藤陽子先生にお話をいただき
ました。片付けることの意義など，論理
的な内容の中にも，私たちが日常的に共
感出来る場面を取り上げながらお話して
くださいました。  

 
 
 これまで AED が正面玄関  
内の廊下にありましたが，今  
回玄関外に変更いたしました。  
くれぐれも，緊急時以外は手  
を触れないようにお願いしま  
す。また，今後何か気付かれ  
た点がございましたら，学校  
へお知らせください。  

の行事予定 


